
学則変更の趣旨等を記載した書類 

第１ 学則変更（収容定員変更）の内容 

 医学部医学科の令和６年度の入学定員 110 名のうち 15 名は、平成 30 年度の「地域の

医師確保等」による５名（平成 21 年度から平成 29 年度までの５名の臨時的増員分につ

いて、平成 29 年 11 月に認可を受け平成 31 年度まで延長）、平成 22 年度の「経済財政

改革 2009」による７名（平成 31 年度まで）、平成 23 年度の新成長戦略による３名（平

成 31 年度まで）の計 15 名について、令和元年度の「地域の医師確保等」により令和３

年度まで、令和３年度の「地域の医師確保等」により令和４年度まで、令和４年度の「地

域の医師確保等」により令和５年度まで、令和５年度の「地域の医師確保等」により令和

６年度までの臨時的な定員増を実施したものである。令和７年度からは、令和６年度の

「地域の医師確保等」により令和７年度まで、14 名に増員幅を見直した上で、臨時的な

定員増を実施したものである。 

また、令和７年度の編入学定員は２年次編入が５名、収容定員は 684 名である。 

 今回の 14 名の入学定員の増員は令和７年度を期限とする医学部臨時定員について、そ

の延長による令和８年度までの増員である。 

第２ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 高知県は全国的には人口あたり医師数は多いが、医師が高齢化している状況にある。ま

た、40 歳未満の医師は微増となっているが、首都圏などの都市部と比較すると増加率が

低い状況である。さらに、地域による偏在があり、高知市を含む中央医療圏以外では医師

の減少は顕著であり、地域の医療を担う医師の確保の必要性は続いていると考えられる。 

 今回の 14 名についても高知県の地域の医師確保等に関する計画のなかで、高知大学医

学部入学定員増を地域の医師定着策として位置づけ、奨学金の確保を行っており、令和８

年度の１年間 14 名枠を高知県定着に向けた地域枠として取扱い、医学部医学科収容定員

の増員（継続）を行うものである。（資料１）  

第３ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

Ⅰ 地域医療を担う医師の養成に関する取組 

１．地域医療への関心と意欲を高めるためのカリキュラム 

 医学科の新入生が早期より医療の実際に触れ将来の医療人としての心構えや態度を身

に付けるため、１年次に「EME 初期臨床医学体験」として大学附属病院・市中の診療所

等で実習を行っている。２年次には生活環境・地域環境と健康のかかわりについて理解す

るとともに、疫学とその応用、その疾病について理解する「基礎社会医学」、３年次には

地域に求められる役割と機能及び体制等地域医療のあり方を学ぶ「地域医療学」、４年次

学則変更の趣旨－1



には文献考察、調査、研究等を通じて社会医学の活動の重要性について理解を深める「社

会医学演習」を実施している。５～６年次の「臨床実習Ⅰ・Ⅱ」では、へき地医療機関等

での地域医療学実習や、地域医療支援病院等での学外実習を通じて、指導医の指導・監視

の下、実際の診療に関与するなど、高知県内の医療の実情について俯瞰的に学ぶことがで

きるカリキュラムを構築している。 

 さらに、令和 4 年度、高知大学は、三重大学、和歌山県立医科大学と連携して文部科学

省補助事業「ポストコロナ時代における医療人材養成拠点形成事業」に申請し、採択され

た。「黒潮医療人養成プロジェクト」と命名したこの事業は、高知県立あき総合病院、高

知県立幡多けんみん病院を教育拠点病院と位置づけ臨床体験実習や長期滞在型のクリニ

カルクラークシップを実施するほか、「先端医療学コース」として地域総合診療コース、

医療 DX コース、災害救急・感染症コースを準備し、複数年次にわたりアクティブラーニ

ングを実施している。オンラインシンポジウム、ICT の活用、大学間での学生相互交流な

ども実施している。今後も、全ての学生に質の高い地域医療教育を実施する目的でカリキ

ュラムの充実を図っていく。（資料２、資料３、資料４） 

 

２．地域医療教育の統括的な組織の設置 

 平成 16 年度に「医学教育創造・推進室」を設置（令和４年６月から「医学教育創造セ

ンター」に組織変更）し、６年間の学部教育全般にわたる業務にあたっている。同室の室

長は、従来は兼任であったが、平成 21 年７月から専任の教授を配置し活動内容を強化し

た。平成 19 年７月に寄附講座「家庭医療学講座」を設置し地域医療教育の統括組織とし

て実践的な活動が可能となった。その活動の一環として、医学生に家庭医療の重要性を理

解させるために、地域医療の現場において家庭医療を実践している医師・コメディカルス

タッフと交流するとともに、基本的な診療技能、コミュニケーション能力の向上を目指す

「家庭医道場」を実施している。また、家庭医療学講座教授は高知地域医療支援センター

副センター長を兼任し、地域枠学生の支援、実習機会の確保にあたっている。これらの業

績が高く評価され、令和４年度から更に５年間の寄附講座の延長が決定されている。（資

料５）  

 

３．教員組織 

 本学医学部医学科では、基幹教員 225 人（教授 46 人、准教授 26 人、講師 38 人、助教

115 人）、基幹教員以外の教員（助手を除く）169 人を配置し、教員組織を編成し、上記

のカリキュラム等を実施する。また、共通教育の実施に当たっては、１年次配当の教養科

目を中心に、全学出動での担当体制を敷き、全学部の教職員が協働して実施する。 

 本学では、このような教員組織・担当体制のもので、令和６年度まで 15 名増員された

入学定員 110 人の下で、令和７年度は今回の申請と同様に 14 名増員された 109 人の下

で、医学部医学科の教育を実施してきた実績を有しているため、今回申請の収容定員変更
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に伴い、改めて 14 人の入学定員を増員し 109 人の規模で教育を行う場合にも、教育の質

を十分に担保することができる。 

４．施設・設備の状況 

 本学医学部医学科の教育を実施するに当たり、使用するキャンパス及び施設・設備の状

況は、本設置計画書の「２以上の校地において教育を行う場合のそれぞれの校地ごとの状

況」に示している通りである。 

 このような校地、施設・設備を活用し、令和６年度まで 15 名増員された入学定員 110

人の下で、医学部医学科の教育を実施してきた実績を有しているため、今回申請の収容定

員変更に伴い、14 人の入学定員を増員し 109 人の規模で教育を行う場合にも、教育の質

を十分に担保することができる。 

 

５．卒後臨床研修の取り組み 

 高知県内の主要な病院及び高知医療再生機構と連携し、高知県内で特色ある地域医療

研修プログラムを実践している。 

 本院のプログラムにおいては、専門性の高いものとして、小児科・産婦人科の重点コー

スに加えて、内科・外科重点コースを作成している。高知県内の５つの基幹型臨床研修病

院とのたすきがけプログラム（大学と各々の病院で１年ずつ研修）により、地域密着を進

めた臨床研修を行っている。また、他の基幹型臨床研修病院から本院診療科へ出向研修医

を多く受け入れている。  

 

６．高知県医師養成奨学貸付金受給者への支援 

 受給学生と日常的にコンタクトを取り、日常の相談から将来のキャリア形成の支援を

行えるように個別面談を行っている。面談は家庭医療学講座教授が担当し、何らかの対応

が必要な場合には、事務担当者会（後述）で情報共有、協議を適宜おこなっている。 

 高知県、高知医療再生機構及び高知地域医療支援センター（医学部に設置）及び大学

（学生課等）で毎月１回事務担当者会を開催し、課題についての検討や情報共有を行って

いる。また、奨学金償還期間内医師の勤務する医療機関等の関係者が集まる会議（高知県

医師養成奨学貸付金制度等運営会議）を年１回以上、開催している。  

 平成 30 年度、地域枠等従事要件を有する医師の義務と両立を図るために都道府県はキ

ャリア形成プログラムを策定するよう定められた。令和３年 12 月、厚生労働省からキャ

リア形成プログラム運用指針の改正が示され、都道府県は学部教育において大学と連携

し、キャリア形成卒前支援プランを策定し、地域枠学生に学生実習や講義の支援をおこな

うことが追加され、令和５年度入学者からは、キャリア形成卒前支援プランが適用されて

いる。本学においても定期面接、臨床研修病院説明会、高知県知事との意見交換会等の事

業の他、黒潮医療人養成プロジェクトの一環である臨床体験実習Ⅰ～Ⅲ、合同シンポジウ

ムもキャリア形成卒前支援プランとして位置づけ継続している。（資料６） 
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７．医師の派遣・紹介の取り組み 

 附属病院は、常勤医師を県内 57 の医療機関に対し延べ 300 人、非常勤医師を県内 183

の医療機関に対し延べ 827 人派遣している。常勤医師の派遣を決定するシステムとして

平成 16 年度から、次の３項目(1)病院長推薦要請、(2)医師異動の調整要請、(3)新たな常

勤医師の紹介等に関することについて検討することを目的に、大学関係者以外の外部委

員として高知県の医療担当課長等を含む 12 名で組織した高知大学医学部地域医療支援委

員会を設置している。本委員会では公正さを確保するために、派遣に関する基準（①急性

期病院であること②地域性③高知県の医療政策を担うとされる医療機関であること）を

設けて検討している。 

 今後も、高知大学医学部地域医療支援委員会はこれまで通り継続する。同時に、医師派

遣の必要性についても公正に検討し、真に必要な地域、医療機関への医師派遣を行う。 

 

Ⅱ Ⅰのほか地域の医師確保の観点からの取組 

１．県内高校生等への啓発活動 

 入試説明会やオープン・キャンパス等に加え、医学部長・入試委員・在学生が高知県内

の主な高校を訪問する中で、地域枠入試・奨学金制度等の説明を実施する。さらに、高校

の進学担当者との懇談会を開催するなど、地域医療に貢献する意欲のある学生を集める

取り組みを継続する。併せて、医学部案内・医学部入試ポスターの配布やホームページの

充実などの PR を充実させる。 

 

２．地域医療機関との連携 

 平成 17 年４月に高知県内の医療機関をネットワークで結び医療資源を効率的に提供す

ることを目的とした高知ヘルスシステムの充実、遠隔病理診断システム、慢性腎臓病

（CKD）やウイルス性肝炎の地域連携パスを充実させた。  

 また、ICT を活用した「高知医療介護情報連携システム」（高知県補助事業）を構築し、

高知県下の医療機関・介護事業所との連携に取り組み、参加事業所数は令和 6 年度末現

在、362 事業所となっている。さらに、入院患者の状態に合わせたスムーズな転院を実現

し、さらに高知県内医療機関の病床機能分化・連携を促進するため、ICT を活用した転院

支援システムの開発を行うなど在宅医療等地域医療連携の充実に貢献している。 

 

３．女性医師への支援 

 女性医師のキャリア形成と、妊娠、出産といった女性特有の事項との両立を支援するた

めの受け入れ体制として平成 19 年２月に整備した「高知大学女性医師キャリア形成支援

プログラム」を継続し女性医師の労働を支援する。本制度により女性医師を受け入れた部

署は、勤務時間帯や業務内容の希望にも柔軟に対応し、そのキャリアの継続・再開につい

て可能な限り支援を行うものとしている。平成 18 年４月に院内保育所「こはすキッズ」
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を設置し、希望に応じて 24 時間保育（水・木）と土日保育（第三週を除く）にも対応し

ている。また、平成 26 年８月より、病後児保育（定員３名）を行っている。このことか

ら、出産や育児の時もできるだけ休職しないで済む、女性医師が働きやすさを実感できる

病院作りを行っている。（資料７） 
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国公私立

国立

１．現在（令和７年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

109 5 0 684

（収容定員計算用）
R2 R3 R4 R5 R6 R7 計
110 110 110 110 110 109 659

5 5 5 5 5 0 25
0 0 0 0 0 0 0

115 115 115 115 115 109 684

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和８年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

95 5 0 595

（収容定員計算用）
R8 R9 R10 R11 R12 R13 計
95 95 95 95 95 95 570
5 5 5 5 5 0 25
0 0 0 0 0 0 0

100 100 100 100 100 95 595

３．令和８年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

109 5 0 609

（収容定員計算用）
R8 R9 R10 R11 R12 R13 計
109 95 95 95 95 95 584

5 5 5 5 5 0 25
0 0 0 0 0 0 0

114 100 100 100 100 95 609

14

（内訳）

14

14

大学名

高知大学

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

（ウ）3年次編入学定員

（ウ）3年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
（ウ）3年次編入学定員
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地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 14

都道府県名 増員希望人数
高知県 14

14

※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名
R6地域枠定員

（※1）
R6貸与者数

（※2）
R7地域枠定員

（※1）
R7貸与者数

（※2）
R6とR7の貸与者数のう

ち多い方の数

高知県 15 20 14 22 22

0

0

0

0

0

計 15 20 14 22 22

（※1）臨時定員分のみご記入ください。

（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。

※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計
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１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜

募集人数

うち臨時定員分

学校推薦型選
抜Ⅱ（四国・
瀬戸内地域
枠）

（ⅰ）学校推薦
型選抜

別枠（区別
型）

20 14 無 H21以前

一般選抜
（ⅲ）一般選抜
地域枠（前期・
後期）

手挙げ（事
前）

5 0 無 H22

合計 25 14

（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

開始年度 備考

次の(1)から(3)のいずれかに該当し，かつ，志望する学部・学科
等が指定する令和7年度大学入学共通テストの教科・科目を受
験した者とします。
(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は2025年
3月卒業見込みの者
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は2025
年3月修了見込みの者
(3) 学校教育法施行規則（昭和22 年文部省令第11号）第
150条（第6号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と
同等以上の学力があると認められる者又は2025年3月31日まで
にこれに該当する見込みの者

医学部医学科「地域枠（大学独自枠）」出願資格（前期日
程）
　地域枠（大学独自枠）は，現在の居住地域及び出身学校
等に関係なく高知県内の地域医療に従事する強い意欲を持つとと
もに，卒業後は高知県内の地域医療に貢献することを確約できる
者を全国から募集するものです。この前期日程医学部医学科「地
域枠（大学独自枠）」に出願できる者は，上記の「3 出願資
格」に加え，次の要件を満たすものとします。
① 合格した場合は，入学することを確約できる者
② 入学に当たっては，高知県が示すキャリア形成プログラムの対
象者として「高知県医師養成奨学貸付金」を受けた上で，卒業
後の一定期間，高知県内の地域医療に貢献することを確約でき
る者（高知県医師養成奨学貸付金制度の詳細を参照）

出願要件（※1）

四国・瀬戸内地域（高知県，香川県，徳島県，愛媛県，兵
庫県，岡山県，広島県，山口県）の高等学校を2023年4月
から2025年3月までに卒業又は卒業見込みの者で，高等学校
⾧が責任を持って推薦でき，かつ，次の(1)から(5)のすべての要
件を満たす者
(1) 高知県内の地域医療に従事する強い意欲を持つとともに，
卒業後は高知県内の地域医療に貢献することを確約できる者
(2) 調査書の全体の評定平均値が4.3以上の者
(3) 医療従事者に不可欠な問題解決能力，態度・習慣，適性
を具備している者
(4) 合格した場合は，入学することを確約できる者
(5) 入学した場合は，「高知県医師養成奨学貸付金」を6年間
受給することを確約できる者

（診療科の選定が
有る場合）

その診療科名

診療科の選定
の有無

（３）令和８年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）

大学入学共通テストの成績は，令和7年度の成績を利用して判定
します。
大学入学共通テストの成績は，令和7年度以外の成績は利用し
ない。
令和7年度大学入学共通テストの成績，面接に加え，調査書，
推薦書，志望理由書を総合して判定する。
面接は，個人面接の方法で行い，志望動機，意欲，適性等に
ついて総合的に評価する。面接時間はおおよそ 15分とする。ただ
し，面接評価のみで不合格にすることがある。調査書，推薦書，
志望理由書は面接の資料とする。

(1) 入学者の選抜は，令和7年度大学入学共通テスト，個別試
験等（科目試験，小論文，面接，実技）及び調査書等を総合
して判定する。
※大学入学共通テスト（大学入試センター試験）の過年度成績
利用は行わない。
　また，各学部・学科・課程，コース等で必要とされる大学入学共
通テストの利用教科・科目を受験していない者は，個別試験等を
受験することができない。
(2) 次の学部・学科等の後期日程においては，入学者選抜を実
施しない。（医学部医学科，ほか）
(3) 医学部においては，面接評価のみで不合格にすることがある。
(4) 医学部医学科の第1段階選抜の実施
医学部医学科の前期日程試験においては，志願者数が募集人員
の4倍を超えた場合，個別試験等を適切に実施するため大学入学
共通テストの成績により第1段階の選抜を行い，その合格者に対し
て，本学が実施する個別試験等を行う。
(5) 医学部医学科｢地域枠（大学独自枠）｣の選抜（前期日
程）
医学部医学科の前期日程に関しては，一般枠・地域枠（大学独
自枠）の区分なく全受験者のうちから合格者を決定する。さらに合
格者のうち，地域枠（大学独自枠）志願者の中から募集人員の
範囲内で地域枠（大学独自枠）の合格者とする。
なお，学校推薦型選抜Ⅱの募集人員に欠員が生じた場合は，地
域枠（大学独自枠）の募集人員に加える。

名称 選抜方式

①令和６年度に実施した地域枠学生（令和７年入学）の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出ください。
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②令和７年度に実施する地域枠学生（令和８年入学）の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行う場合には、それぞれご記入ください。
また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット、ホームページ、テレビ、新聞、雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数

うち臨時定員分

学校推薦型選
抜Ⅱ（四国・
瀬戸内地域
枠）

（ⅰ）学校推薦
型選抜

別枠（区別
型）

20 14 無 H21以前

一般選抜
（ⅲ）一般選抜
地域枠（前期・
後期）

手挙げ（事
前）

5 0 無 H22

合計 25 14

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

（診療科の選定が
有る場合）

その診療科名
入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考

(1) 入学者の選抜は，令和8年度大学入学共通テスト，個別試
験等（科目試験，小論文，面接，実技）及び調査書等を総合
して判定する。
※大学入学共通テスト（大学入試センター試験）の過年度成績
利用は行わない。
　また，各学部・学科・課程，コース等で必要とされる大学入学共
通テストの利用教科・科目を受験していない者は，個別試験等を
受験することができない。
(2) 次の学部・学科等の後期日程においては，入学者選抜を実
施しない。（医学部医学科，ほか）
(3) 医学部においては，面接評価のみで不合格にすることがある。
(4) 医学部医学科の第1段階選抜の実施
医学部医学科の前期日程試験においては，志願者数が募集人員
の4倍を超えた場合，個別試験等を適切に実施するため大学入学
共通テストの成績により第1段階の選抜を行い，その合格者に対し
て，本学が実施する個別試験等を行う。
(5) 医学部医学科｢地域枠（大学独自枠）｣の選抜（前期日
程）
医学部医学科の前期日程に関しては，一般枠・地域枠（大学独
自枠）の区分なく全受験者のうちから合格者を決定する。さらに合
格者のうち，地域枠（大学独自枠）志願者の中から募集人員の
範囲内で地域枠（大学独自枠）の合格者とする。
なお，学校推薦型選抜Ⅱの募集人員に欠員が生じた場合は，地
域枠（大学独自枠）の募集人員に加える。

次の (1)から(3)のいずれかに該当し，かつ，志望する学部・学科
等が指定する令和8年度大学入学共通テストの教科・科目を受
験した者とします。
(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は2026年
3月卒業見込みの者
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は2026
年3月修了見込みの者
(3) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第
150 条（第6号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と
同等以上の学力があると認められる者又は2026年3月31日まで
にこれに該当する見込みの者

医学部医学科「地域枠（大学独自枠）」出願資格（前期日
程）
　地域枠（大学独自枠）は，現在の居住地域及び出身学校
等に関係なく高知県内の地域医療に従事する強い意欲を持つとと
もに，卒業後は高知県内の地域医療に貢献することを確約できる
者を全国から募集するものです。この前期日程医学部医学科「地
域枠（大学独自枠）」に出願できる者は，上記の「3 出願資
格」に加え，次の要件を満たすものとします。
① 合格した場合は，入学することを確約できる者
② 入学に当たっては，高知県が示すキャリア形成プログラムの対
象者として「高知県医師養成奨学貸付金」を受けた上で，卒業
後の一定期間，高知県内の地域医療に貢献することを確約でき
る者（高知県医師養成奨学貸付金制度の詳細を参照）

名称 選抜方式

大学入学共通テストの成績は，令和8年度の成績を利用して判定
する。
大学入学共通テストの成績は，令和8年度以外の成績は利用し
ない。
令和8年度大学入学共通テストの成績，面接に加え，調査書，
推薦書，志望理由書を総合して判定する。
面接は，個人面接の方法で行い，志望動機，意欲，適性等に
ついて総合的に評価する。面接時間はおおよそ 15分とする。ただ
し，面接評価のみで不合格にすることがある。調査書，推薦書，
志望理由書は面接の資料とする。

四国・瀬戸内地域（高知県，香川県，徳島県，愛媛県，兵
庫県，岡山県，広島県，山口県）の高等学校を2024年4月
から2026年3月までに卒業又は卒業見込みの者で，高等学校
⾧が責任を持って推薦でき，かつ，次の(1)から(5)のすべての要
件を満たす者
(1) 高知県内の地域医療に従事する強い意欲を持つとともに，
卒業後は高知県内の地域医療に貢献することを確約できる者
(2) 調査書の全体の評定平均値が4.3以上の者
(3) 医療従事者に不可欠な問題解決能力，態度・習慣，適性
を具備している者
(4) 合格した場合は，入学することを確約できる者
(5) 入学した場合は，「高知県医師養成奨学貸付金」を6年間
受給することを確約できる者

診療科の選定
の有無

（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット、ホームページ、テレビ、新聞、雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。
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１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生

1年 EME初期臨床医学体験全員 必修 必修 実習 1

1年 臨床体験実習Ⅰ 全員 必修 必修 実習 2

2年 臨床体験実習Ⅱ 全員 必修 必修 実習 2

3年 臨床体験実習Ⅲ 全員 必修 必修 実習 2

5年 臨床実習Ⅰ 全員 必修 必修 実習 44

6年 臨床実習Ⅱ 全員 必修 必修 実習 16

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載
ください。）

平成21年度から地域枠増員を開始した。県と毎月１回連絡会を開催し情報共有を
行う等、連携を密にし、学生の修学等の日常の相談から、将来のキャリア形成に関する
支援を行えるよう個別面談を行っている。令和7年度までに377名の地域枠学生を確
保し、そのうち約210名の卒業生が高知県内で医師として地域医療に貢献している。

（参考:記入例）
平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を行ってきた。
令和７年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲名が現在～～として地
域医療に貢献している。

（参考:記入例）
1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化し、～～を学
んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んでいる。令和８年度から
は、■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

R5

早期より医療の実際に触れ将来の医療人としての心構えや態度を身に付けるために、
１年次に「EME初期臨床医学体験」として市中の診療所、福祉施設での実習を行って
いる。1～3年次の「臨床体験実習」で地域枠学生は大学病院以外の地域拠点病院
での実習を優先的に選択することができる。５～６年次の「臨床実習」では、へき地医
療機関、福祉保健所での「地域医療学実習」や、地域医療支援病院等での「学外実
習」を行い、県内の医療の実状について俯瞰的に学ぶことができるカリキュラムを実施して
いる。

対象学年 講義・実習名
対象者
（※1）

必修／選択の別
講義／実習の別

単位
数

R6

H21以前

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和８年度）について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

H21以前

開始年度

H21以前

R4
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④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例:○週間）

開始年度

１～6年 家庭医道場 全員 3泊４日 H21以前

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和７年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

SEED学生交流会

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

プログラムの概要（1～2行程度）

県内の中山間地域に赴き、民泊や職業体験を通じ住民
の生活を知り、その中で必要な医療を考えるワークショップ
をおこなう。

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

地域枠を含む奨学金受給学生（SEED）の交流会を年1回実施している。 H21以前

高知県臨床研修連絡協議会
県内の臨床研修について協議する会に、SEED学生も委員として参画するよ
うになった。

H25

県の寄附講座が主催し、寄附金
により実施している。

都道府県との連携
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２．都道府県等との連携等

月額 総貸与額
大学の関与の
有無 (※1）

高知県 25 新入生 150,000 10,800,000 ○ 無

 (※1）診療科の限定または推奨がある場合は、備考欄に詳細をご記入ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～2行程度）

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

3．在学中の地域枠学生に対する大学の相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援
在学中の地域枠学生に対する大学の相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援についてご記入ください。（都道府県と連携した取組を含む）（1～2行程度）

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

取組の名称

備考

大学が入学試験及び面接を行い選抜してい
る。

診療科の選定
の有無

（診療科の選定が
有る場合）

その診療科名選抜時期

選抜方法

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

返還免除要件

県が指定する医療機関で勤務し
た期間の通算が、貸与を受けた
期間の1.5倍に相当する期間に
達した場合に、償還は全額免除
される。

貸与対象
貸与額　（例:200,000）

キャリア形成プログラムの作成

取組の概要（1～2行程度） 開始年度

知事との意見交換会
知事が、県内医療の状況、住民の思いや奨学生への期待を直接伝えること
で、医学生の地域医療に対する意欲促進を図る。

H21以前

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元年法
律第64号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。
なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

高知県医師養成奨学貸付金制
度等運営会議

大学、県、県内医療関係者が委員となり毎年開催され、情報共有するほ
か、制度の改善、個別事例の支援などに繋げている。

H25

奨学金の設定
主体

貸与人数

学生・卒業医師との面談
学生、卒業医師の相談、キャリア支援を県、地域医療支援センターと分担し
て行い、定期的に情報共有を行っている。

H25

県（地対協）、地域医療支援センターと連携してキャリア形成プログラムを作
成し、地域枠医師の声も参考に毎年見直しをしている。

H30

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

学生との面談
希望する学生及び5、６年生全員と面談を行い、修学や卒後のキャリアに関
すること等の相談・指導を行っている。

H25

卒業医師との面談
卒業医師の相談、キャリア支援を県、地域医療支援センターと分担して行い、
定期的に情報共有を行っている。

H25

学則変更の趣旨－14



４．その他

受験生に対する入試説明会において、県と協働し、地域枠入試、奨学金制度の説明
会を実施している。入学後に地域枠学生および任意で奨学金を希望する学生に対して
県と協働で説明会を開催している。また入学約１か月後に医学部⾧と懇談する場を設
けている。

１～３に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）
特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組予定がありましたら、ご記入ください。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前 〇 2 〇 2 1 兼1

1後 〇 2 〇 3 2 兼1

1前 〇 2 〇 1

小計（３科目） 6 5 4 兼2

1前・後 1 〇 兼2

単位数は１題目
当たりの単位
数。一部2単位
の題目あり。3
題目開講。

国際英語 1後 2 〇 兼3

初修外国語、日本語 1前 2 〇 兼10

1 4 兼15

1前・後 〇 2 〇 1 3 兼1

単位数は１題目
当たりの単位
数。2題目開
講。

2 1 3 兼1

1前・後 2 〇 兼6

1前・後 2 〇 1 兼6

1前・後 2 〇 兼6

小計（3科目） 6 1 兼18

1前・後 2 〇 兼6

1前・後 2 〇 兼6

1前・後 2 〇 兼5

1前・後 2 〇 兼3

小計（4科目） 8 兼20

1通 〇 2 〇 18 1 2 3 兼4 オムニバス

1後 〇 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2前 1 〇 6 3 3 兼1 オムニバス

2前 1 〇 兼1

1前 〇 1 〇 兼1

1後 〇 1 〇 兼1

1前 〇 1 〇 1

1後 〇 1 〇 1

1前 〇 1 〇 兼1

1前 〇 1 〇 兼1 オムニバス

1後 〇 1 〇 兼2 オムニバス

1前 〇 1 〇 兼2
オムニバス
集中

1後 〇 2 〇 1 2 兼1 オムニバス

専
門
科
目

医学概論

実践医学英語

国際英語

研究医学英語

読解英語

数理科学Ⅰ

数理科学Ⅱ

医科物理学Ⅰ

医科物理学Ⅱ

生命現象化学

医科生物科学Ⅰ

医科生物科学Ⅱ

医科生物学実習

EBMⅠ

生
き
る
力
を
育
む
科
目

生活
単位数は1題目
当たりの単位
数。一部1単
位、4単位の題
目あり。51題目
開講。

医療・健康・スポーツ

キャリア形成

芸術

-

共
通
教
育
科
目

導
入
科
目
群

大
学
で
の
学
び
か

た
科
目

学問基礎論

課題探求実践セミナー

国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 基軸英語

小計（３科目）
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
A
I
科

目

数理・データサイエンス・AI科目

小計（1科目）

教
養
科
目
群

視
野
を
広
げ
る
科
目

人文・社会科学系領域

自然科学系領域

複合領域

大学基礎論

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

-

-

-

-

単位数は1題目
当たりの単位
数。一部1単位
の題目あり。
108題目開講。
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3前 〇 1 〇 1 1 2 オムニバス

1後 〇 2 〇 1

2通 3 〇 1 1 兼3 オムニバス

3通 3 〇 兼1

4通 3 〇 1 1 オムニバス

2通 3 〇 9 1 兼1 ※実験・実習

3通 3 〇 9 兼1 ※実験・実習

4通 3 〇 9 1 兼1 ※実験・実習

2前 〇 1 〇 1 1 オムニバス

2前 〇 1 〇 1 1
オムニバス
集中

2前 〇 1 〇 兼2 オムニバス

2前 〇 6 ○ 1 2 3
オムニバス
※実験・実習

2後 〇 6 ○ 1 2 3
オムニバス
※実験・実習

2通 〇 2 〇 1 1 兼2 オムニバス

2前 〇 1 〇 1 1
オムニバス
集中

2通 〇 5 〇 2 1 4 オムニバス

2後 〇 2 〇 2 1 4 兼1
オムニバス
集中

2後 〇 2 〇 1 1 1 オムニバス

2後 〇 1 〇 1 1 1
オムニバス
集中

2後 〇 1 〇 1 2 兼7 オムニバス

2後 〇 1 〇 1 兼2

3前 〇 1 〇 3 3 1 2 兼2 オムニバス

3前 〇 1 〇 1 2 2 兼3 オムニバス

3前 〇 2 〇 1 2 オムニバス

3後 〇 3 〇 1 2 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 オムニバス

3前 〇 1 〇 兼3 オムニバス

3前 〇 2 〇 1 1 1 オムニバス

3前 〇 1 〇 1 1 1 兼1
オムニバス
集中

3通 〇 3 〇 3 1 1 1 兼4 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 1 1 1
オムニバス
集中

3前 〇 1 〇 1 1 オムニバス

3前 〇 1 〇 1 1 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 兼10 オムニバス

3後 〇 1 〇 2 1 2 2 兼2 オムニバス

3後 〇 1 〇 2 1 2 3 兼4 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 オムニバス

3後 〇 1 〇 2 5 3 兼2 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 1 1 兼2 オムニバス

3後 〇 1 〇 1 1 1 4 兼7 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 2 兼4 オムニバス

臨床検査医学

画像診断学基礎論

放射線医学

応用社会医学

保健医療制度

地域医療学

外科学総論

臨床遺伝病学総論

EBMⅡ

先端医療学コースⅢ

先端医療学コースⅣ

遺伝子医学

遺伝子医学実習

細胞分子生物学

統合医学Ⅰ

統合医学Ⅱ

統合医学Ⅲ

統合医学Ⅳ

先端医療学コースⅡ

生理学実習

微生物学

微生物学実習

基礎社会医学

医療倫理Ⅰ

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

生化学

生化学実習

生理学

寄生虫学

免疫学

免疫学実習

薬理学

薬理学実習

医療倫理Ⅱ

漢方医学

病理学

病理学実習

病理CPC演習

臨床腫瘍学総論

臨床免疫学・アレルギー病学
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4前 〇 2 〇 2 1 1
オムニバス
集中

4後 〇 1 〇 1 2 兼2 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 1 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 2
オムニバス
集中

4前 〇 1 〇 2 兼7 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 オムニバス

4前 〇 2 〇 3 4 兼8 オムニバス

4前 〇 1 〇 2 1 2 兼4 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 2 兼5 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 2 1 1 兼1 オムニバス

4通 〇 2 〇 2 1 2 5 兼6 オムニバス

4前 〇 2 〇 5 3 1 5 兼4 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 1 兼4 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 3 兼5 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 1 6 兼1 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 1 1 5 兼5 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 1 1 1 兼5 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 2 2 2 兼8 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 2 5 兼4 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 4 兼6 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 1 1 4 兼7 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 5 兼3 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 2 兼5 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 2 兼10 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 2 2 2 兼3 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 1 1 兼4 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 3 2 兼1 オムニバス

4後 〇 1 〇 1 1 兼5 オムニバス

2後 〇 1 〇 1 オムニバス

3前 〇 2 〇 3 5 12 兼2 オムニバス

3後 〇 2 〇 2 1 9 兼2 オムニバス

3通 〇 2 〇 5 2 5 10 兼2 オムニバス

4通 〇 3 〇 1 オムニバス

4前 〇 1 〇 1 オムニバス

1前 〇 1 〇 1 オムニバス

1後 〇 2 〇 1 集中

2前 〇 2 〇 1 集中

3後 〇 2 〇 1 集中

4後 〇 2 〇 1 集中

5通 〇 44 〇 29 16 25 76 兼38
オムニバス
集中

脳神経外科学

皮膚科学

整形外科学・リハビリテーション医学

泌尿器科学

産科・婦人科学

循環器病学（内科学・外科学）

消化器病学（内科学・外科学）

腎臓病学

内分泌・代謝学

小児科学

医療安全学

救急医学総論

麻酔科学

臨床薬理学

臨床症候学Ⅰ

眼科学

耳鼻咽喉科学

歯科口腔外科学

神経精神科学

臨床感染症学

神経病学

老年病学

社会医学演習

中毒学

法医学

法医学実習

乳腺

血液病学

呼吸器病学（内科学・外科学）

臨床体験実習Ⅳ

臨床実習Ⅰ

臨床症候学Ⅱ

臨床推論学

基本的診療技能

基本的診療技能実習

医療コミュニケーション学

移植医学と輸血

EME初期臨床医学体験

臨床体験実習Ⅰ

臨床体験実習Ⅱ

臨床体験実習Ⅲ

学則変更の趣旨－18



6前 〇 16 〇 29 16 25 76 兼38
オムニバス
集中

6通 〇 3 〇 15 3 1
オムニバス
集中

2通 〇 1 〇 9 1 兼3
集中
※実験・実習

3通 〇 1 〇 9 1 兼3
集中
※実験・実習

4通 〇 1 〇 9 1 兼3
集中
※実験・実習

5通 〇 1 〇 9 1 兼3
集中
※実験・実習

6通 〇 1 〇 9 1 兼3
集中
※実験・実習

小計（103科目） 185 21 8 46 26 38 115 兼175

－ － 194 39 8 46 26 38 115 兼230

Research CourseⅣ

Research CourseⅤ

臨床実習Ⅱ

統合医学総論

Research CourseⅠ

Research CourseⅡ

Research CourseⅢ

合計（117科目） －

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

　おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業の標準時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信教育の開設の届出を行

【卒業要件】
共通教育科目30単位（導入科目群14単位は必修）、専門科目195単位以上（うち必修科目185単位）を
修得し、合計225単位以上修得すること

【履修方法】
〔共通教育科目〕（30単位）
◎導入科目群　14単位
　「大学基礎論」、「学問基礎論」、「課題探求実践セミナー」、「大学英語入門」、「英会話
Ⅰ」、「英会話Ⅱ」、「情報とデータリテラシー」、「データサイエンス入門」の８科目（計14単
位）を必修科目とする。
◎国際コミュニケーション科目、教養科目群　16単位
　国際コミュニケーション科目及び教養科目群で開設する授業科目7科目のうち3科目以上から16単位
修得しなければならない。

〔専門科目〕（必修科目91科目185単位を含む計195単位）
◎「国際英語」「研究医学英語」「読解英語」から
　１科目１単位を選択必修とする。
◎「統合医学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」又は「先端医療学コースⅡ・Ⅲ・Ⅳ」から
　３科目９単位を選択必修とする。

　」の欄に「連」の文字を記入すること。

　に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しく

　は届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうと

　する場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「主要授業科目」の欄は，授業科目が主要授業科目に該当する場合，欄に「○」を記入すること。なお，高等専門学校の学科を設置する場合は，「主

　要授業科目」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「単位数」の欄は，各授業科目について，「必修」，「選択」，「自由」のうち，該当する履修区分に単位数を記入すること。

６　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若し

　くは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務演習等については「演習」又は「実験・実習

　　を記入すること。

８　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員等」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は，「専任教員等」と読み替えること。

９　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は，「専任教員以外の教員（助手を除

　く）」と読み替えること。

10　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区分する専門職大学の課

　程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「基幹教員等の配置」に加え，

　　　前期課程に係る科目数，「単位数」及び「基幹教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者に授与する学位を併記

　　　すること。　　

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修方法を併記すること。

11　高等専門学校の学科を設置する場合は，高等専門学校設置基準第17条第4項の規定により計算することのできる授業科目については，備考欄に「☆」

学則変更の趣旨－19



 

 

教育課程等の概要における授業科目の名称について 

 

 

 

 高知大学の共通教育科目においては、〇〇分野科目等を「授業科目」と定めており、この

「授業科目」により、要卒単位数などの規定を定めている。各「授業科目」の下に、複数の

「授業題目」が開講されている。 

 

 

 例）  共通教育・導入科目群・国際コミュニケーション科目 

 

     「授業科目」        「授業題目」 

     初修外国語・日本語   － ・ドイツ語Ⅰ 

                   ・ドイツ語Ⅱ 

                   ・フランス語Ⅰ 

                   ・フランス語Ⅱ 

                     ・ 

                     ・ 

                     ・ 

 

 

 例）  共通教育・教養科目群・視野を広げる科目 

 

     「授業科目」        「授業題目」 

     人文・社会科学系領域    ・医療人類学 

                   ・食の哲学 

                   ・考古学の論点 

                   ・憲法を学ぶ 

                     ・ 

                     ・ 

                     ・ 

 

別紙 

学則変更の趣旨－20



令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位

大学基礎論 2

学問基礎論 2

課題探求実践セミ
ナー

2

大学英語入門 2

英会話Ⅰ 1

英会話Ⅱ 1

国際英語 2

ＴＯＥＩＣ英語 2

教養英会話 2

国際英語 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

ドイツ語Ａ 1

フランス語I 2

フランス語II 2

フランス語Ａ 1

中国語I 2

中国語II 2

中国語Ａ 1

中国語Ｂ 1

韓国語（朝鮮語）I 2

韓国語（朝鮮語）II 2

韓国朝鮮語Ａ 1

スペイン語I 2

スペイン語II 2

日本語I 2

日本語II 2

日本語III 2

情報とデータリテラシー 2

データサイエンス入門 2

基軸英語

初修外国語・日本
語

国際英語

数理・データサイ
エンス・ＡＩ科目

数理・データサイエ
ンス・AI科目

共
通
教
育
科
目

科目区分

導
入
科
目
群

大学での学びか
た科目

国際コミュニ
ケーション科目
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

生命保険を考える 2

大学生活スキルトレーニング入門 1

地域活性化について学ぶ 2

アントレプレナーシップ入門 2

しあわせ研究入門 2

よさこい概論 2

高齢者福祉と地域 1

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 2

協働実践自己分析 2

サービスラーニング演習 2

知の探訪 2

一般学生のための医療と医学の知識I 2

一般学生のための医療と医学の知識II 2

スポーツ科学講義Ａ 2

スポーツ科学講義Ｂ 2

スポーツ科学講義Ｃ 2

スポーツ科学講義Ｄ 2

健康Ａ 2

健康Ｂ 2

健康Ｃ 2

健康Ｄ 2

アルコール学概論 2

地域の中で剣道を学ぶ 2

スポーツ科学講義 2

環境保健学 1

スポーツ科学実技（硬式テニス) 1

スポーツ科学実技（体操) 1

スポーツ科学実技（卓球） 1

スポーツ科学実技（バドミントン） 1

スポーツ科学実技（ソフトバレーボール） 1

スポーツ科学実技（エアロビクス） 1

スポーツ科学実技（一から学べる筋力トレーニング） 1

スポーツ科学実技（剣道） 1

スポーツ科学実技（バスケットボール） 1

スポーツ科学実技（フットサル） 1

スポーツ科学実技（ローンボウルズ） 1

生活

医療・健康・ス
ポーツ

生きる力を育む
科目

共
通
教
育
科
目

教
養
科
目
群
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

生涯教育論 2

地域キャリア論 2

大学生活と心理学 2

キャリア開発入門～高知の中核人材から学ぶ～ 2

徳島で暮らす・徳島で働くを考える 1

アクティブラーニング入門 1

アカデミック・プレゼンテーション（PowerPoint編） 1

研究倫理 1

キャリアで活かすITリテラシー 1

業務効率化のためのIT活用入門 1

初等中等教育における情報活用能力育成 1

発達障害児者の理解と支援 1

就職活動の基本と対策 1

地域フィールドワーク入門 1

キャリアのための創造性演習 2

自己分析のためのエニアグラム心理学 2

異文化間の能力を開発する 2

IELTS / TOEFL 対策コース 1

International Media and Journalism 2

Short-term Study Abroad Program 2

プロフェッショナルコミュニケーションのための英語 2

英検対策コース 1

海外留学・旅行のための実践英語 2

カルチャーシェアリング 1

SBI（Society Based Internship） 2

Short-term Volunteer Abroad Program 2

ベーシック国内サービスラーニング 4

ベーシック海外サービスラーニング 4

アドバンスド国内サービスラーニング 4

アドバンスド海外サービスラーニング 4

教育心理学概論Ｂ 2

教育心理学概論Ｃ 2

教育心理学概論Ｄ（＊看護学科優先） 2

教育学・教育学概論Ｂ 2

教育学・教育学概論Ｃ 2

教育学・教育学概論Ｄ 2

教育学・教育学概論Ｅ（＊看護学科優先） 2

介護等体験（事前指導、事後指導を含む） 2

博物館学内実習 2

博物館館園実習 1

土佐の日本美術を楽しむ 2

オーケストラの魅力に迫る 2

音楽解剖学入門 2

初心者向け　日本画を描いてみよう 2

彫刻入門 2

ガムラン演奏基礎演習 2

キャリア形成

芸術

生きる力を育む
科目

共
通
教
育
科
目

教
養
科
目
群
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

食の哲学 2

フェミニスト現象学入門 2

生命倫理学 1

哲学を考える 2

文学を考える 2

諸子百家の思想 2

平安文学入門 2

絵本の研究 2

英語文学・英語学探訪 1

The Origins and Evolution of English 2

English as a Global Language 2

考古学の論点 2

歴史を学ぶ 2

戦争を考える 2

四国の歴史と文化　その１　歴史編 1

四国の歴史と文化　その２　文化編 1

日本におけるドイツ兵捕虜1914-1920　ー四国の収容
所を中心にー

2

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり 1

長宗我部元親の四国制覇 2

スポーツと娯楽のイギリス史 2

モラエスの徳島～グローバリズムと異邦人～ 2

心理学を学ぶ 2

心理学の世界 2

文化心理学入門 1

体験で学ぶ心理学研究 2

文化財保存科学概論 2

香川の文化と歴史 1

インドネシアの文化と会話 1

食生活論 1

居住環境論 1

医療人類学 2

レポート作成スキルとしての日本語表現 2

スタディ・スキルとしての日本語表現入門 2

憲法を学ぶ 2

日本の刑事司法を考える 2

国際経済を考える 2

経済を考える 2

地域経済概説 2

食と農の経済学 2

はじめての金融経済 2

高知の産業と地域活性化 2

地域コンテンツと知財管理　その１ 1

地域コンテンツと知財管理　その２ 1

四国の経済・産業 1

企業経営を考える 2

社会起業論 2

大学政策論入門 2

非営利法人経営論入門 2

高知の中小企業を知る 2

ＮＰＯと大学の経営 2

ＤＸとビジネス創出 2

川と人の生活誌 2

社会学を学ぶ 2

スポーツ文化論 2

人文・社会科学系
領域

視野を広げる科
目

教
養
科
目
群

共
通
教
育
科
目
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

社会学 1

家族社会学 1

国際協働演習I 2

国際協働演習II 2

特別支援教育を学ぶ 2

大学教育を考える 2

学びをデザインする
：インストラクショナルデザイン入門

2

コミュニケーション論 1

働き方改革と職業生活を考える 2

危機管理入門 2

土佐の伝統工芸 2

男女共同参画社会を考える 2

障害者支援入門 2

国際ボランティア概論 2

魚食文化で世界を見る 2

地域協働入門 2

マンガと社会 2

大学の知の活用 2

香川を学ぶ 1

徳島を考える 1

アンケート調査法入門 1

越境社会文化論入門 2

林業史から考える森と人と文化 2

体験活動で学ぶ地域文化理解 2

地方創生グローカル演習I 2

地方創生グローカル演習II 2

地方創生グローカル演習アドバンス 2

Japanese Studies I 2

Japanese Studies II 2

SDGs and Global Citizenship 2

日本事情I 2

日本事情II 2

日本事情III 2

日本事情IV 2

数の概念入門 2

体験する数学 2

大学数学へのいざない 2

トポロジーと囲碁 2

数理の世界 2

数理科学の世界 2

数理科学の展開 2

和算の世界 1

自然科学系領域

人文・社会科学系
領域

共
通
教
育
科
目

教
養
科
目
群

視野を広げる科
目
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

物理学入門 1

スペクトル 1

身の回りの放射線 1

法化学概論 2

物質の科学 2

化学入門 1

渚の自然史 2

海洋と生命の科学 2

生物学入門 1

細胞構造と代謝 2

タンパク質で生命を斬る 2

昆虫と環境 1

海洋生物学基礎実習 2

大地の災害 2

地震の災害 2

気象と波の災害 2

災害と生きる 2

地球科学入門 1

四国の自然環境と防災　その１ 1

四国の自然環境と防災　その２ 1

災害とデータサイエンス 1

データサイエンスを活用した防災・危機管理 1

さわってわかるAI講座～基礎理論からクラウドサービ
スを使った実践まで～

2

データ解析プログラミング入門 2

インタフェースデザイン概論 1

コンピュータと教育　その１ 1

コンピュータと教育　その２ 1

情報のいろは 2

高度情報化社会の歩き方 1

学校とICT 1

レジリエントな社会の構築とコンピューターシミュ
レーション

1

体験的に学ぶ生成AI 1

初等プログラミング入門 2

データサイエンス実践課題演習 2

デジタルものづくり入門 1

フードサイエンスの世界 2

海洋を考える 2

高知の最先端の農業IoP入門セミナー 2

地域の農林資源と環境科学 2

土佐の自然と農林業 2

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産 1

データ農業をやってみよう！IoPサマースクール 2

次世代農業を感じてみよう！IoPスプリングスクール 1

ライフサイエンスの世界 2

雨粒は何故、競争しないのか？ 1

社会を変えた科学・生物学 2

私たちの生活と材料 1

人工漁礁の開発と環境保全 1

現代科学と研究倫理 2

飛行機はなぜ飛ぶのか 1

データ利活用とオープンイノベーションで創る未来の
まちづくり

1

教
養
科
目
群

共
通
教
育
科
目

自然科学系領域
視野を広げる科

目
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令和７年度 共通教育科目ナンバリング

大分類名 授業題目 単位科目区分

「学問は愉しい」を実感する 1

文系学問とAI 1

土佐の海の環境学Ⅰ：柏島の海から考える 2

障害者支援の理論と実践 2

現代社会の諸問題 1

高知の人と企業を知る 1

「こども主体のまちづくり」を学ぶ～こうちこども
ファンド～

1

国際協働入門 2

地域防災入門 2

自由探求学習 2

学びを創る 2

社会問題・環境問題を構造化する～シリアスゲーム制作～ 2

共
通
教
育
科
目

教
養
科
目
群

視野を広げる科
目

複合領域
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キャリア形成卒前支援プラン

6年次5年次4年次3年次2年次1年次

個別⽀援

ネットワーク
⽀援

実習等

(参考)正課

希望者・成績不良者・⻑期⽋席者⾯談（随時）

キャリア⽀援定期⾯接

⾼知県地域医療夏期実習（8⽉）
中四国地域医療フォーラム(2⽉)

奨学⾦⾯接

地域医療学実習・学外実習
(クリニカルクラークシップ)

地域医療
学(講義)

LIC※

アクティブラーニングコース
（医療DX、地域総合診療、感染症災害救急）

合同シンポジウム（3⽉）

SEED交流会（6⽉）
知事との意⾒交換会（年1回）

県内臨床研修病院合同説明会（6⽉、2⽉）

⾼知⼤学、⾼知地域
医療⽀援センター ⾼知県 その他 ※LIC ; Longitudinal Integrated Clerkship

臨床体
験実習

臨床体
験実習

臨床体
験実習

⿊潮医療⼈養成プロジェクト

学則変更の趣旨－34



病後児保育の実施について 

 

 

 病気は回復したが、まだ学校や保育園に行かせることができない、どうしても仕事が

休めない、頼める人がいない等の状況の時に、乳幼児及び児童をお預かりすることで、

職員の子育て及び就労の両立を支援することを目的に、本学医学部において、病後児保

育を平成 26年９月１日から実施しています。 

 

 

○概要 

①保育場所 

  本学レジデントハウス２階（201号室） 

 

②利用対象者 

  本学医学部及び医学部附属病院に勤務する職員が養育する生後６ヶ月から 

小学校３年生までの乳幼児及び児童で、病気の回復期にあるもの。 

 

③利用定員 

  最大３名 

 

④保育時間 

  ７時 30分～18時 30分  

(事前予約が無い場合は、9時～17時) 

 

⑤休業日 

  土・日曜、祝日、年末年始 

   

⑥利用料 

  １日につき 2,000円 

 

 ⑦受診付添料 

   １回あたり 2,000円 
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